
 

 

ャ
ッ
ビ
ー
』（2013

）
で
は
、
く
だ
ん
の
「
デ
イ
ジ
ー
の
声
」
に
つ
い
て
の
台
詞
と
場
面
は
カ
ッ

ト
さ
れ
た
（「H

ER
 

VO
ICE

 
W

AS
 

FU
LL

 
O

F
 

M
O

N
EY

」）。
脚
本
も
担
当
し
た
監

督
バ
ズ
・
ラ
ー
マ
ン
は
、
元
来
「
と
て
も
美
し
い
セ
リ
フ
」
だ
が
、
反
面
「
デ
イ
ジ
ー
の
悪
口
に

聞
こ
え
」「
印
象
が
悪
く
な
る
セ
リ
フ
」
で
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
映
画
と
し
て
は
劇
的
な
三

角
関
係
が
肝
」
と
な
り
、「
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
は
デ
イ
ジ
ー
を
守
り
き
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
場
面
で

あ
り
、「
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
が
幻
滅
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
」
場
合
、「
観
客
は
彼
の
気
持
ち
を
疑

っ
て
」
し
ま
い
「
物
語
の
妨
げ
に
な
る
」
と
判
断
し
た
と
い
う
。
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
と
い
う
人
物
の
現

実
を
組
織
化
す
る
と
と
も
に
制
約
す
る
あ
る
種
の
「
物
語
」
性
を
逆
照
射
す
る
も
の
と
し
て
、
い

か
に
際
立
つ
発
話
（
セ
リ
フ
）
で
あ
る
か
を
裏
付
け
る
証
言
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

⒀ 

野
崎
孝
「
解
説
」『
グ
レ
ー
ト
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』（
新
潮
文
庫
・
改
版 

二
〇
二
〇
・
五
・
二
〇
）

参
照
。
第
四
章
か
ら
の
引
用
と
な
る
、
ニ
ッ
ク
の
視
点
に
よ
っ
て
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
「
身
の
上
話
」

が
相
対
化
さ
れ
る
く
だ
り
は
村
上
訳
に
拠
っ
た
。 

 

⒁ 

注
⒀ 

前
掲
書
に
同
じ
。 

⒂ 

拙
稿
「
村
上
春
樹
「
自
己
と
は
何
か
」
の
位
置
と
意
義
か
ら
�
主
体
の
ゆ
く
え
と
「
同
時
存

在
」、「
納
屋
を
焼
く
」
ほ
か
�
」（『
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校 
研
究
紀
要 

第
十
四

号
』
二
〇
二
〇
・
三
）
参
照
。 

⒃ 

「
魂
の
ソ
フ
ト
・
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
に
�
２
１
世
紀
の
「
物
語
」
の
役
割
」『
ユ
リ
イ

カ
一
月
臨
時
増
刊
号 

総
特
集
・
村
上
春
樹
�
『
１
Ｑ
８
４
』
へ
至
る
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

�
』
第
四
二
巻
第
十
五
号 

青
土
社 

二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
五
日
）、『
職
業
と
し
て
の
小
説
家
』

（
ス
イ
ッ
チ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ 

二
〇
一
五
・
九
）「
第
二
回
」
の
章
を
参
照
。 

⒄ 

岩
松
正
洋
「
詩
学
の
言
語
使
用
論
的
問
題
�
訳
者
あ
と
が
き
に
か
え
て
」
マ
リ
ー
＝
ロ
ー

ル
・
ラ
イ
ア
ン
『
可
能
世
界
・
人
工
知
能
・
物
語
理
論
』
（
水
声
社 

二
〇
〇
六
・
一
・
一
〇
）

参
照
。 

⒅ 

桜
井
哲
夫
「
閉
ざ
さ
れ
た
殻
か
ら
姿
を
あ
ら
わ
し
て
�
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
と
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
の
構
造
」『
ユ
リ
イ
カ 

村
上
春
樹
の
世
界
』（
青
土
社 

一
九
八
九
年
・
六
・
二
五
）。「
物

語
の
「
語
り
手
」
で
あ
る
は
ず
の
ワ
タ
ナ
ベ
君
が
つ
ね
に
「
聞
き
手
」
で
あ
る
」
と
の
指
摘
は
、

今
後
、〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
問
題
を
含
め
作
法
の
吟
味
に
お
い
て
も
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。 

⒆ 

拙
著
『
内
田
百
閒
論 

他
者
と
認
識
の
原
画
』（
新
典
社 

二
〇
一
二
・
一
・
三
〇
）
参
照
。 

⒇ 

三
浦
玲
一
『
村
上
春
樹
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
�
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
文
化
と
文
学
』

（
彩
流
社 

二
〇
一
四
・
三
・
二
十
五
）
。
本
書
の
問
題
構
成
は
い
く
つ
か
の
点
で
物
語
論
の
側

か
ら
も
発
展
的
に
継
承
す
る
に
値
す
る
。
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

【
参
考
文
献
一
覧
】 

岡
真
理
『
記
憶
／
物
語
」（
岩
波
書
店 

二
〇
〇
〇
・
二
）。 

マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
・
ラ
イ
ア
ン
『
可
能
世
界
・
人
工
知
能
・
物
語
理
論
』
岩
松
正
洋
訳
（
水
声
社 

二
〇
〇
六
・
一
・
一
〇
）。 

千
野
帽
子
『
人
は
な
ぜ
物
語
を
求
め
る
の
か
』
（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書 

二
〇
一
七
・
三
・
一

〇
）。 

千
野
帽
子
『
物
語
は
人
生
を
救
う
の
か
』
（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書 

二
〇
一
九
・
五
・
一
〇
）
。 

大
塚
英
志
『
怪
談
前
後 

柳
田
民
俗
学
と
自
然
主
義
』（
角
川
学
芸
出
版 

二
〇
〇
七
・
一
・
三

一
）。 

三
浦
玲
一
『
村
上
春
樹
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
�
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
文
化
と
文
学
』
（
彩

流
社 

二
〇
一
四
・
三
・
二
五
）。 

【
参
考
資
料
】 

Francis Scott Fitzgerald : TH
E  G

REAT  G
ATSBY  

『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
村
上
春
樹
訳
（
中
央
公
論
新
社 

二
〇
〇
六
・
一
一
・
一
〇
）。 

『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
野
崎
孝
訳
（
新
潮
文
庫
・
改
版 

二
〇
二
〇
・
五
・
二
〇
）。 

『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
』
小
川
高
義
訳
（
光
文
社 

二
〇
〇
九
・
九
・
二
〇
）。 

『
華
麗
な
る
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』2013

（
ワ
ー
ナ
ー
・
ホ
ー
ム
・
ビ
デ
オ 

1000484242

）。 
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自
然
主
義
へ
の
批
判
的
実
践
、
方
法
的
実
験
の
要
素
を
多
分
に
孕
ん
だ
、
挑
発
的
な
書
物
で
あ
る
。 

 

加
え
て
、
こ
こ
で
の
「
事
実
」
の
語
に
は
、
柳
田
が
終
止
嫌
悪
し
た
、『
蒲
団
』
以
後
の
田
山

花
袋
的
な
「
告
白
」
観
や
「
表
現
」
観
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

リ
ア
リ
ズ
ム
と
そ
の
蘇
生
と
い
う
問
題
構
成
に
お
い
て
は
、
い
さ
さ
か
突
飛
な
よ
う
だ
が
、
村
上

春
樹
と
柳
田
國
男
を
比
較
し
て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。『
遠
野
物
語
』
で
の
仕
事
と
は
、

文
章
の
復
権
を
主
張
し
つ
つ
、
花
袋
ら
の
自
然
主
義
的
近
代
を
嫌
い
、「
真
実
」
と
い
う
観
念
や

「
告
白
」
と
い
う
方
法
へ
の
異
和
と
し
て
踏
み
と
ど
ま
る
力
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
⒆
。 

 

一
方
、
村
上
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
意
識
に
支
え
ら
れ
、
近
代
意
識
の
問
題
を
捨
象
し
た
地
点
か

ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
た
作
家
と
目
さ
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
来
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ

ズ
ム
が
近
代
の
約
束
事
の
吟
味
に
手
を
染
め
る
構
え
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
立
ち
返
る
と

き
、
村
上
作
品
に
繰
り
返
し
「
近
代
」（
モ
ダ
ン
）
が
回
帰
し
て
い
る
こ
と
に
思
い
至
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
本
稿
で
見
て
き
た
通
り
、「
手
垢
に
ま
み
れ
て
使
い
ふ
る
さ
れ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
蘇
生

へ
の
企
て
の
み
な
ら
ず
、
方
法
と
し
て
の
「
聞
き
書
き
」
へ
の
拘
泥
の
よ
う
に
、
時
代
を
隔
て
な

が
ら
も
、
両
者
に
は
か
な
り
の
共
通
点
が
あ
る
。
純
文
学
的
な
も
の
の
崩
壊
と
軌
を
一
に
し
て
小

説
を
書
き
始
め
た
村
上
だ
が
、
作
品
に
描
か
れ
る
相
対
主
義
が
倫
理
的
な
拘
束
を
伴
う
点
も
柳
田

の
提
起
す
る
倫
理
的
な
問
題
と
ど
う
重
な
り
ど
う
背
き
合
う
の
か
と
い
っ
た
問
い
を
喚
起
す
る
。

柳
田
と
村
上
の
違
い
と
い
う
よ
り
も
、
双
方
が
「
文
学
」
と
い
う
も
の
を
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
の
違
い
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
文
学
が
鮮
明
に
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

九
〇
年
代
以
降
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
化
が
決
定
的
に
変
容
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
き
、
お
そ
ら
く
は
故
郷
（
ホ
ー
ム
）
の
喪
失
が
重
要
な
鍵
概
念
と
な
る
だ
ろ
う
⒇
。

過
去
へ
の
感
性
的
な
愛
着
と
、
未
来
の
進
歩
へ
の
理
性
的
な
信
奉
と
い
う
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
を
有

す
る
思
想
性
の
振
幅
を
有
し
た
柳
田
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
柳
田
の
営
為
の
意
義
を
再
検
討
し
な

が
ら
、
村
上
の
小
説
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
文
学
と
し
て
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

  

注注  

⑴ 

松
野
正
弘
「「
レ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ
ン
」
の
物
語
構
造
�
母
の
物
語
／
娘
の
語
り
�
」（
『
山
口

国
文
』
四
十
三
号
（
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

二
〇
二
〇
・
四
）。 

⑵ 

中
村
三
春
「
出
来
事
を
核
に
複
数
の
物
語
を
構
造
化
す
る
語
り
口
」（「
ア
エ
ラ
ム
ッ
ク 

村

上
春
樹
が
わ
か
る
」（
朝
日
新
聞
社 

二
〇
〇
一
・
一
二
・
一
〇
）。 

⑶ 

「
は
じ
め
に
」
に
は
、
後
に
は
村
上
も
翻
訳
す
る
マ
ッ
カ
ラ
ー
ズ
『
心
は
孤
独
な
狩
人
』
の

作
中
人
物
を
引
き
合
い
に
、
「
物
語
」
の
「
お
り
と
い
う
も
の
は
体
の
中
に
確
実
に
た
ま
っ
て
い

く
も
の
」
だ
と
述
べ
た
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
書
く
行
為
」
に
限
ら
ず
オ
ー
ラ
ル
な
物
語
行
為

に
敷
衍
し
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
文
脈
上
む
し
ろ
「
語
り
直
し
」
に
符
節
が
合
う
例
示
で
あ
る
。 

⑷ 

千
野
帽
子
『
物
語
は
人
生
を
救
う
の
か
』（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書 

二
〇
一
九
・
五
・
十
）。 

⑸ 

丸
谷
才
一
（『
群
像
』
一
九
七
九
・
六
）。 

⑹ 

河
合
隼
雄
・
村
上
春
樹
『
村
上
春
樹
、
河
合
隼
雄
に
会
い
に
い
く
』
（
岩
波
書
店 

一
九
九

六
・
十
二
・
五
）、「
自
己
治
療
と
小
説
」
を
参
照
。 

⑺ 

「
村
上
春
樹
ロ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

山
羊
さ
ん
郵
便
み
た
い
に
迷
路
化
し
た
世
界
の
中

で
�
小
説
の
可
能
性
」『
ユ
リ
イ
カ 

村
上
春
樹
の
世
界
』（
青
土
社 

一
九
八
九
年
・
六
・
二
五
）。 

⑻ 

村
上
春
樹
「
中
年
を
迎
え
つ
つ
あ
る
作
家
の
書
き
続
け
る
こ
と
へ
の
宣
言
が
、
『
ガ
ー
プ
的

世
界
』
だ
」『
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
通
信 

一
九
八
〇
年
八
月
号
』
第
二
巻
第
七
号
通
巻
第
十
五
号

（
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
通
信
社 

一
九
八
〇
・
八
）。 

⑼ 

川
西
政
明
『「
死
霊
」
か
ら
「
キ
ッ
チ
ン
」
へ 

日
本
文
学
の
戦
後
５
０
年
』（
講
談
社 

一

九
九
五
・
九
）。 

⑽ 

注
⑻
に
同
じ
。 

⑾ 
岡
真
理
『
記
憶
／
物
語
』（
岩
波
書
店 

二
〇
〇
〇
・
二
・
二
一
）
参
照
。 

⑿ 

ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
村
上
春
樹
訳
（
中
央
公

論
新
社 

二
〇
〇
六
・
十
一
）。
第
七
章
か
ら
の
本
文
引
用
は
村
上
訳
に
拠
る
。
ち
な
み
に
光
文

社
古
典
新
訳
文
庫
版
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
』（
二
〇
〇
九
・
九
・
二
〇
）
の
小
川
高
義

訳
で
は
同
一
箇
所
は
「
金
に
ま
み
れ
た
声
で
す
よ
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
映
画
『
華
麗
な
る
ギ
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間
存
在
と
は
、
自
ら
所
有
す
る
言
語
に
よ
っ
て
縁
ど
ら
れ
た
輪
郭
の
内
に
あ
る
。「
仮
想
の
敵
」

を
作
り
出
す
の
も
自
ら
の
言
語
に
よ
っ
て
分
節
さ
れ
た
価
値
体
系
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

他
人
の
話
を
聞
き
、
そ
の
話
を
と
お
し
て
人
々
の
人
生
を
か
い
ま
見
る
と
い
う
の
だ
が
、
こ
こ

で
重
要
な
こ
と
は
、
他
人
が
何
を
語
っ
た
か
と
い
う
よ
り
も
、
い
か
に
語
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
は
何
を
語
ら
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
己
を
規
定
し
な
が
ら
、
た

え
ず
生
成
さ
れ
る
物
語
の
全
体
性
を
語
る
当
人
に
も
捉
え
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
人
間
存

在
で
あ
る
⒂
。
村
上
の
い
う
「
聞
き
手
」
の
射
程
は
か
く
な
る
振
幅
と
深
み
を
も
有
す
る
。 

 

で
は
こ
う
し
た
点
（
ニ
ッ
ク
・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
的
機
能
、
聞
き
手
と
語
り
手
の
相
互
作
用
等
）

を
含
め
村
上
の
「
疑
似
リ
ア
リ
ズ
ム
」「
訓
練
」
の
反
復
が
後
に
結
実
す
る
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』

へ
い
か
に
及
ん
で
い
く
の
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。
い
ま
は
輪
郭
だ
け
で
も
描
い
て
お
き
た
い
。 

 

た
と
え
ば
学
生
運
動
の
あ
り
方
へ
の
幻
滅
や
不
信
か
ら
の
「
言
葉
へ
の
不
信
」「
思
い
入
れ
（
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
）
か
ら
の
逃
走
」
と
い
っ
た
世
代
的
体
験
へ
の
発
言
を
少
な
か
ら
ず
行
っ
て
き
た
村

上
で
あ
る
。『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
舞
台
と
同
じ
く
六
〇
年
代
末
期
、
学
園
紛
争
の
嵐
の
季
節
、

「
大
言
壮
語
っ
ぽ
い
こ
と
に
は
本
当
に
う
ん
ざ
り
さ
せ
ら
れ
」
「
頭
で
っ
か
ち
な
物
言
い
に
も
食

傷
し
」
、「「
純
文
学
言
語
」
み
た
い
な
も
の
に
も
ほ
ぼ
ま
っ
た
く
心
惹
か
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ

た
村
上
発
言
が
あ
る
⒃
。
学
生
運
動
で
大
学
解
体
を
叫
び
大
騒
ぎ
し
て
い
た
学
生
た
ち
は
、
運
動

が
一
段
落
す
る
と
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
真
っ
先
に
単
位
取
得
の
た
め
授
業
に
出
席
し

て
き
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
現
実
社
会
や
歴
史
か
ら
小
説
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
引
用
さ
れ
た

情
報
と
い
う
意
味
で
〈
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
〉
だ
ろ
う
。
小
説
の
「
僕
」
（
ワ
タ
ナ
ベ
）
は

何
の
意
味
も
な
い
こ
と
だ
と
知
り
な
が
ら
、
出
席
を
取
る
と
き
に
わ
ざ
と
返
事
を
し
な
い
と
い
う

当
て
つ
け
を
試
み
た
。
そ
の
せ
い
で
「
僕
」
は
ク
ラ
ス
で
孤
立
す
る
。「
誰
も
僕
に
話
し
か
け
な

か
っ
た
し
、
僕
も
誰
に
も
話
し
か
け
な
か
っ
た
」
と
の
語
り
に
先
立
っ
て
�
�
「
お
い
キ
ズ
キ
、

こ
こ
は
ひ
ど
い
世
界
だ
よ
、
と
僕
は
思
っ
た
。
こ
う
い
う
奴
ら
が
き
ち
ん
と
大
学
の
単
位
を
と
っ

て
社
会
に
出
て
、
せ
っ
せ
と
下
劣
な
社
会
を
作
る
ん
だ
」
と
死
者
へ
向
け
た
心
内
の
つ
ぶ
や
き
と

い
う
仕
方
で
叙
述
が
配
列
さ
れ
語
り
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
社
会
や
歴
史
か
ら
小
説
に
引
用
さ
れ

る
情
報
と
、
そ
の
「
単
純
化
と
表
象
化
の
方
向
」
と
を
見
て
取
る
に
は
好
個
の
例
と
い
え
よ
う
。 

 

肝
腎
な
こ
と
は
、
そ
の
「
情
報
を
テ
ク
ス
ト
の
指
示
対
象
世
界
に
お
け
る
事
実
と
し
て
受
け
と

る
か
ど
う
か
」
で
は
な
い
、
「
そ
の
事
実
が
テ
ク
ス
ト
の
世
界
で
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い
る

か
」
で
あ
る
⒄
。
「
単
純
化
と
表
象
化
の
方
向
を
決
定
す
る
の
は
そ
の
作
家
の
有
す
る
モ
ラ
リ
テ

ィ
ー
」
だ
と
夙
に
述
べ
て
い
た
の
が
村
上
で
あ
る
。
村
上
の
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
を
支
え
る
も
の
は

「
事
実
」
で
も
「
虚
構
」
で
も
な
い
と
先
に
述
べ
た
の
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
自
体
が
手
記
で
あ
る
こ
と
、
こ
の

小
説
の
「
僕
」
も
ま
た
物
を
書
く
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
加
え
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
小

説
を
ワ
タ
ナ
ベ
を
軸
に
し
た
角
度
か
ら
読
む
の
で
は
な
く
、
直
子
、
緑
、
ハ
ツ
ミ
さ
ん
、
レ
イ
コ

さ
ん
と
い
う
四
人
の
女
性
の
語
り
の
聞
き
手
と
し
て
あ
ら
た
め
て
捉
え
返
す
こ
と
で
あ
る
⒅
。
い

ま
こ
れ
以
上
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
深
入
り
す
る
余
裕
は
な
い
。
こ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
の

生
成
か
ら
消
費
に
至
る
「
行
為
」
の
空
間
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
問
題
化
す
る
の
は
別
稿
に
譲
る
。 

  

五五  

『『
遠遠
野野
物物
語語
』』
序序
文文
のの
「「
事事
実実
」」
とと
村村
上上
春春
樹樹
「「
はは
じじ
めめ
にに
」」
のの
共共
振振  

  

翻
っ
て
、
た
と
え
「
疑
似
」
で
あ
れ
自
分
（「
私
」）
が
発
し
た
言
葉
で
は
な
い
、
誰
か
の
言
葉

を
語
り
直
し
あ
る
全
体
性
に
向
か
う
と
い
う
構
造
を
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
に
指
摘

で
き
る
と
す
れ
ば
、
一
つ
一
つ
の
語
り
を
一
つ
の
意
味
に
向
か
わ
せ
る
と
い
う
こ
の
短
編
集
の
構

造
の
意
味
と
は
き
わ
め
て
民
俗
学
的
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
『
遠
野
物
語
』（
明
治
四
十
三
年
）

と
は
、
遠
野
出
身
の
文
学
青
年
、
佐
々
木
喜
善
か
ら
の
聞
き
書
き
で
あ
っ
た
。
柳
田
國
男
は
「
遠

野
」
を
見
ず
に
「
一
字
一
句
を
も
加
減
せ
ず
感
じ
た
る
ま
ま
」
を
書
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、「
此

書
は
現
在
の
事
実
」
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
遠
野
」
と
い
う
具
体
的
な

ト
ポ
ス
か
ら
切
断
さ
れ
、
そ
の
「
事
実
」
に
「
物
語
」
と
銘
打
つ
と
い
う
捻
れ
は
見
落
と
せ
な
い
。

言
文
一
致
と
い
う
文
学
運
動
に
対
し
擬
古
文
を
も
っ
て
、
近
代
の
産
物
と
し
て
の
「
私
」
で
は
な

い
も
の
を
対
象
に
記
述
す
る
と
い
う
点
に
限
っ
て
み
て
も
「
現
代
の
流
行
」
の
「
事
実
」
つ
ま
り

（9）
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こ
の
作
品
に
複
雑
で
微
妙
な
陰
影
を
与
え
、
重
層
的
な
意
味
を
盛
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

右
は
作
者
論
的
な
言
説
で
あ
る
だ
け
に
、
む
し
ろ
村
上
に
よ
る
「
聞
き
書
き
」
の
方
法
と
し
て

の
ニ
ッ
ク
へ
の
言
及
と
そ
の
論
理
性
を
理
解
す
る
の
に
役
に
立
つ
。
「
屈
折
し
た
視
点
」
と
は
、

村
上
の
い
う
「
手
垢
に
ま
み
れ
て
使
い
ふ
る
さ
れ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
加
え
る
「
ツ
イ
ス
ト
」
に

も
近
い
。
で
は
作
品
に
「
重
層
的
な
意
味
を
盛
り
込
む
こ
と
」
と
は
。
野
崎
も
言
う
と
お
り
『
ギ

ャ
ツ
ビ
ー
』
は
「
ニ
ッ
ク
を
軸
に
し
た
角
度
か
ら
読
む
こ
と
を
も
可
能
に
す
る
立
体
性
」
を
備
え

た
こ
と
に
な
る
。
先
述
の
と
お
り
「
聞
き
書
き
」
で
は
、
他
者
の
語
り
か
ら
何
を
受
け
止
め
、
そ

れ
を
い
か
に
語
り
直
す
の
か
ま
で
が
読
み
の
対
象
領
域
に
な
る
。
歴
史
的
文
化
的
な
文
脈
を
視
野

に
含
め
た
上
で
『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
本
稿
の
荷
に
余
る
。
た
だ
『
ギ
ャ
ツ

ビ
ー
』
と
は
、
当
初
は
語
り
手
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
軽
蔑
の
対
象
�
�
「
心
か
ら
の
軽
蔑
を
抱
い
て

い
る
す
べ
て
の
も
の
を
一
身
に
体
現
し
て
い
る
よ
う
な
男
」
�
�
で
も
あ
っ
た
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
が
、

最
終
的
に
「
グ
レ
ー
ト
」
な
存
在
と
し
て
ニ
ッ
ク
に
承
認
さ
れ
る
物
語
で
あ
る
と
は
要
約
可
能
だ
。 

村
上
の
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
の
蘇
生
の
企
て
に
お
い
て
一
つ
の
鍵
に
な
る
の
は
、
語
り
手
に
し
て
作

中
人
物
の
こ
う
し
た
機
能
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
中
編
小
説
と
い
っ
た
長
さ
の
『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
と

『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
諸
編
で
は
サ
イ
ズ
も
異
な
れ
ば
、
内
容
に
通
底
す
る
と
こ
ろ

も
な
い
。
そ
れ
で
も
村
上
は
「
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
世
界
に
入
っ
て
い
く
」
に
は
「
自
分
を
徹
底

し
た
聞
き
手
に
限
定
す
る
こ
と
」
以
外
に
は
な
い
と
述
べ
て
い
た
の
だ
。 

 

何
か
が
語
ら
れ
て
い
る
時
と
は
、
何
か
が
語
ら
れ
て
い
な
い
時
で
あ
る
。
あ
る
言
葉
を
選
択
し

て
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
別
の
言
葉
を
選
択
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
は
た
し
て
語
り
手
は

何
が
意
味
づ
け
で
き
て
お
り
、
何
の
前
を
素
通
り
し
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
い
か
な
る
手
持
ち

の
一
般
論
に
意
味
を
回
収
し
て
い
く
の
か
。
い
か
な
る
自
己
知
の
枠
組
み
で
構
成
化
を
は
か
り
、

秩
序
立
て
て
物
語
化
し
て
い
く
の
か
。
村
上
の
「
徹
底
し
た
聞
き
手
」
と
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
に
も
等
し
い
。
ま
た
特
定
の
虚
構
に
憑
か
れ
る
こ
と
で
擬
制
的
か
つ
フ
ィ
ク
シ

ョ
ナ
ル
な
現
実
を
生
き
る
の
は
、
小
説
内
の
人
物
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
生
を

意
味
づ
け
る
と
い
う
意
味
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
物
語
の
形
式
以
外
に
は
存
在
し
え
な
い
。 

本
節
最
後
に
「
は
じ
め
に
」
に
立
ち
返
っ
て
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。 

 

他
人
の
話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
そ
し
て
そ
の
話
を
と
お
し
て
人
々
の
生
を
か
い
ま
見
れ
ば 

見
る
ほ
ど
、
我
々
は
あ
る
種
の
無
力
感
に
捉
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
お
り
と
は
そ
の
無 

力
感
の
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
ど
こ
に
も
行
け
な
い
と
い
う
の
が
こ
の
無
力
感
の
本
質
だ
。  

我
々
は
我
々
自
身
を
は
め
こ
む
こ
と
の
で
き
る
我
々
の
人
生
と
い
う
運
行
シ
ス
テ
ム
を
所 

 
 

有
し
て
い
る
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
同
時
に
ま
た
我
々
自
身
を
も
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は 

メ
リ
ー
・
ゴ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
れ
は
定
ま
っ
た
場
所
を
定
ま
っ
た
速
度
で
巡 

回
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
な
の
だ
。
ど
こ
に
も
行
か
な
い
し
、
降
り
る
こ
と
も
乗
り
か
え
る 

こ
と
も
で
き
な
い
。
誰
を
も
抜
か
な
い
し
、
誰
に
も
抜
か
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
我
々 

は
そ
ん
な
回
転
木
馬
の
上
で
仮
想
の
敵
に
向
け
て
熾
烈
な
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
を
く
り
ひ
ろ
げ 

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

 
 

 

右
は
「
は
じ
め
に
」
末
尾
近
く
か
ら
だ
が
、
短
編
集
の
書
名
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
か

と
解
せ
よ
う
。
だ
が
、
我
々
の
人
生
は
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
も
の
と
い
っ
た
理
解
は
十

分
で
は
な
い
。
否
、
こ
れ
は
そ
う
し
た
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
な
思
考
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
世
界
観
の
問

題
で
あ
り
、
ま
た
村
上
の
抱
懐
す
る
世
界
像
と
言
え
よ
う
。「
我
々
自
身
を
は
め
こ
む
こ
と
の
で

き
る
我
々
の
人
生
と
い
う
運
行
シ
ス
テ
ム
」
と
は
「
言
語
」
で
あ
り
、「
物
語
」
で
あ
る
。
物
語

を
語
る
言
語
は
、
個
々
の
主
体
に
個
々
の
仕
方
で
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。
言
語
に
よ
っ
て
世
界
を

分
節
化
す
る
が
、
対
象
の
切
り
取
り
方
、
す
な
わ
ち
世
界
は
自
己
の
所
有
す
る
言
語
に
規
定
・
制

約
さ
れ
る
。
同
時
に
自
身
の
あ
り
方
、
生
き
方
も
規
定
・
制
約
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

ま
た
「
お
り
」
と
は
、
語
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、
今
度
は
発
せ
ら
れ
た
言
葉
が
聞
き
手
の
内
奥

に
封
じ
込
め
ら
れ
て
や
が
て
は
闇
の
中
に
消
え
去
っ
て
い
く
と
い
う
。
人
は
自
ら
の
言
語
に
よ
っ

て
対
象
を
捉
え
切
り
分
け
る
。「
無
力
感
の
本
質
」
と
は
言
語
の
外
部
な
き
世
界
像
の
所
以
。
人

（8）
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す
れ
ば
、
経
験
を
経
験
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
分
で
意
味
づ
け
で
き
る
も
の
、

説
明
可
能
な
も
の
だ
け
を
整
合
的
に
再
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
表
象
さ
れ
え
な
い
出
来
事
を
隠
し

て
し
ま
う
。
く
だ
ん
の
「
野
球
場
」
の
作
中
人
物
の
青
年
は
「
�
で
も
そ
れ
に
し
て
も
僕
が
こ
う

書
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
姿
と
は
ま
る
で
違
っ
て
る
ん
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。 

 

 

�
�
「
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
以
外
は
僕
に
は
う
ま
く
書
け
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
本
当
に
あ
っ

た
こ
と
し
か
書
か
な
い
ん
で
す
。
何
か
ら
何
ま
で
現
実
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
す
。
で
も
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
書
き
あ
が
っ
た
も
の
を
読
ん
で
み
る
と
現
実
感
が
な
い
ん
で
す
。
問
題
は
そ
こ

の
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。」
�
�
む
ろ
ん
小
説
と
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
虚
構
）
で
あ
る
が
ゆ
え
に

語
り
え
ぬ
こ
と
を
伝
え
る
と
い
う
可
能
性
を
秘
め
て
は
い
よ
う
。
だ
が
小
説
が
語
り
え
な
い
も
の

を
語
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
小
説
と
い
う
虚
構
世
界
で
「
現
実
」
な
る
も
の
を
無
媒
介
に
リ
ア
ル

に
再
現
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
再
現
表
象
を
単
に
技
術
の
巧
拙
の
問
題
と
す
る
こ
と
は
、

他
者
性
の
否
認
と
も
結
託
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
右
の
よ
う
に
青
年
に
語
ら
せ
た
の

が
村
上
春
樹
と
い
う
小
説
家
で
あ
る
。
彼
は
〈
現
実
〉
を
再
現
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。 

 

こ
う
考
え
て
い
く
と
、「
聞
き
書
き
」
＝
語
り
直
す
と
い
う
こ
と
は
出
来
事
を
分
有
す
る
こ
と
。

誰
か
の
語
り
を
語
り
直
す
と
い
う
営
為
じ
た
い
が
他
者
の
存
在
に
開
か
れ
続
け
る
も
の
で
あ
る
。

他
者
が
指
し
示
そ
う
と
し
た
出
来
事
の
あ
り
か
を
、
ず
れ
て
し
ま
っ
た
現
実
を
、
そ
の
痕
跡
を
新

た
な
語
り
手
が
「
物
語
」
の
な
か
に
書
き
こ
む
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
⑾
。 

 

総
じ
て
、
人
間
存
在
が
各
々
に
抱
え
持
つ
「
何
か
奇
妙
な
点
や
不
自
然
な
点
」
の
総
体
こ
そ
が
、

語
り
え
ぬ
わ
れ
わ
れ
の
「
現
実
」
の
全
体
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
作
中
人
物
の
「
う
ま
く
書
け
な

い
」
青
年
と
は
違
っ
て
、
そ
の
「
う
ま
く
書
け
な
い
」
現
実
や
、「
書
き
あ
が
っ
た
も
の
を
読
ん

で
み
る
と
現
実
感
が
な
い
」
と
い
っ
た
、
そ
の
語
り
え
な
さ
に
つ
い
て
読
者
が
「
読
み
と
お
す
の

に
そ
れ
ほ
ど
の
我
慢
が
必
要
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
」、
そ
こ
に
は
小
説
家
・
村
上
春
樹
に
よ
る
「
単

純
化
と
表
象
化
の
方
向
」
づ
け
が
作
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
作
中
の
「
僕
」（「
私
」）

を
成
立
さ
せ
る
上
で
の
周
到
さ
は
や
は
り
注
目
に
値
す
る
。 

  

四四  

方方
法法
とと
しし
てて
のの
ニニ
ッッ
クク
・・
キキ
ャャ
ララ
ウウ
ェェ
イイ
とと
、、「「
単単
純純
化化
とと
表表
象象
化化
のの
方方
向向
」」
にに
つつ
いい
てて  

  

村
上
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
へ
の
敬
意
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
彼
が
と
り
わ
け
慈
し
む
作
品

と
し
て
も
知
ら
れ
る
の
が
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』（
以
下
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』）
で
あ
る
。 

「
補
足
す
る
物
語
群
」
に
は
、『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
語
り
手
ニ
ッ
ク
の
存
在
に
よ
っ
て
フ
ィ
ツ
ジ

ェ
ラ
ル
ド
が
「
自
分
を
相
対
化
し
、
ジ
ェ
イ
・
ギ
ャ
ツ
ビ
イ
と
い
う
人
物
を
見
事
に
描
き
あ
げ
る

こ
と
に
成
功
し
た
」
と
あ
る
。
前
節
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
と
「
聞
き
書
き
」
と

の
連
関
の
要
は
、
ギ
ャ
ッ
ビ
ー
の
語
り
を
相
対
化
す
る
機
能
を
ニ
ッ
ク
が
担
う
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

た
と
え
ば
、
貧
困
層
の
生
ま
れ
の
男
性
が
裕
福
な
女
性
と
の
結
婚
を
求
め
る
物
語
と
し
て
『
ギ

ャ
ツ
ビ
ー
』
を
構
造
化
し
て
み
る
。
自
己
実
現
を
図
る
欲
望
の
主
体
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
発
話
、
「
彼

女
の
声
に
は
ぎ
っ
し
り
金
が
詰
ま
っ
て
い
る
」
と
は
デ
ィ
ジ
ー
へ
の
称
賛
で
あ
り
、
彼
に
は
批
判

の
意
図
は
微
塵
も
な
い
⑿
。
貧
し
い
農
民
だ
っ
た
両
親
を
本
当
の
親
と
は
認
め
ず
、
自
ら
を
ジ
ェ

イ
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
な
る
人
間
と
し
て
創
造
し
た
彼
の
自
己
劇
化
、
成
り
上
が
る
な
か
で
抑
圧
さ
れ

た
記
憶
や
意
図
的
に
排
除
し
て
い
っ
た
も
の
、
そ
れ
ら
を
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
語
り
か
ら
掬
い
あ
げ
る

の
が
ニ
ッ
ク
の
機
能
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、「
彼
の
身
の
上
話
は
い
か
に
も
陳
腐
で
、

裏
が
透
け
て
見
え
」「
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
も
わ
い
て
こ
な
か
っ
た
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
の
視
点

を
通
し
て
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
語
り
に
よ
る
自
己
物
語
も
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
⒀
。
ギ
ャ

ツ
ビ
ー
と
ニ
ッ
ク
が
と
も
に
作
者
の
分
身
だ
と
説
く
の
は
野
崎
孝
だ
が
、「
作
者
が
、
分
裂
し
な

が
ら
互
い
に
牽
引
し
競
合
し
合
う
内
面
の
二
要
素
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
分
身
に
仮
託
し
、
一
方

を
語
り
手
と
し
て
設
定
し
た
と
こ
ろ
に
こ
の
小
説
の
成
功
の
大
き
な
要
因
が
あ
る
」
と
定
説
を
踏

ま
え
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
示
唆
に
富
む
⒁
。 

 
こ
れ
に
よ
っ
て
作
者
は
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
生
涯
を
一
つ
屈
折
し
た
視
点
か
ら
描
く
自
由
を
獲 

得
で
き
た
ば
か
り
で
な
く
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
ド
ラ
マ
に
参
加
す
る
ニ
ッ
ク
自
身
の
行
動
や
、 

そ
の
と
き
ど
き
の
感
じ
方
や
考
え
方
、
要
す
る
に
ニ
ッ
ク
と
い
う
存
在
の
全
体
を
通
し
て
、 
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今
度
は
そ
れ
を
い
か
に
語
り
直
す
の
か
ま
で
が
読
み
の
対
象
領
域
に
な
る
点
で
あ
る
。「
補
足
す

る
物
語
群
」
か
ら
あ
ら
た
め
て
「
文
学
的
宣
言
」
の
く
だ
り
を
見
て
み
よ
う
。 

 

こ
こ
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
嘘
だ
が
、
こ
こ
で
僕
が
言
い
た
い
こ
と
は
隅
か
ら
隅 

ま
で
混
じ
り
け
の
な
い
真
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
僕
の
正
直
な
文
学
的
宣
言 

で
も
あ
る
。
僕
が
こ
こ
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
を
終
始 

一
貫
し
た
嘘
で
塗
り
か
た
め
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
手
垢
に
ま
み
れ
て
使
い
ふ
る
さ
れ
た
リ 

ア
リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
に
も
う
一
つ
ツ
イ
ス
ト
を
加
え
て
、
そ
れ
を
僕
な
り
の
や
り
方
で
蘇 

生
さ
せ
て
み
た
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
あ
る
種
の
絶
対
的
な
真
実
の
よ
う
な
も
の 

を
僕
な
り
に
摑
み
出
し
て
み
た
か
っ
た
の
だ
。 

 

 

「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
訓
練
」
の
中
で
「
手
垢
に
ま
み
れ
て
使
い
ふ
る
さ
れ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
加

え
ら
れ
た
「
ツ
イ
ス
ト
」（
＝
ひ
と
ひ
ね
り
）
と
は
。「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
「
蘇
生
」
を
実
現
す
る

村
上
な
り
の
「
や
り
方
」
と
は
何
か
。
そ
の
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
へ
の
欲
望
は
い
か
に
し
て
「
絶
対

的
な
真
実
の
よ
う
な
も
の
」
を
摑
み
出
す
と
い
う
の
か
。
「
手
垢
に
ま
み
れ
て
使
い
ふ
る
さ
れ
た

リ
ア
リ
ズ
ム
」
は
日
本
型
自
然
主
義
、
私
小
説
的
な
意
味
あ
い
を
色
濃
く
帯
び
て
い
る
。
別
言
に

よ
る
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
こ
の
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
は
所
与
の
「
現

実
」
に
立
脚
す
る
も
の
と
言
え
る
。『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
諸
編
を
「
ス
ケ
ッ
チ
」

と
呼
ぶ
の
は
「
そ
れ
が
、
小
説
で
も
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
な
い
か
ら
」
だ
と
敢
え
て
述
べ

た
村
上
だ
が
、
そ
の
言
語
観
、
現
実
観
か
ら
「
語
る
こ
と
」
と
「
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
」
と
の
連
関
の

議
論
へ
渉
る
に
は
、「
は
じ
め
に
」
の
射
程
を
さ
ら
に
吟
味
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

マ
テ
リ
ア
ル
は
あ
く
ま
で
事
実
で
あ
り
、
ヴ
ィ
ー
ク
ル
（
い
れ
も
の
）
は
あ
く
ま
で
も
小
説 

で
あ
る
。
も
し
そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
中
に
何
か
奇
妙
な
点
や
不
自
然
な
点
が
あ
る
と
し
た
ら
、 

そ
れ
は
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
読
み
と
お
す
の
に
そ
れ
ほ
ど
の
我
慢
が
必
要
な
か
っ
た
と
す 

れ
ば
、
そ
れ
は
小
説
だ
か
ら
で
あ
る
。 

  

こ
こ
で
は
、
個
別
の
作
品
群
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・

ヒ
ー
ト
』
収
録
作
品
か
ら
主
題
論
的
に
「
何
か
奇
妙
な
点
や
不
自
然
な
点
」
を
取
り
出
す
の
は
さ

ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
い
ま
は
収
録
作
品
「
野
球
場
」
が
好
個
の
例
と
な
る
。 

 

「
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
ん
で
す
が
、
僕
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
変
な
体
験
を
す
る
ん
で
す
」
と 

彼
は
言
っ
た
。「
変
と
い
っ
て
も
そ
ん
な
に
突
拍
子
も
な
い
よ
う
な
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、
変 

じ
ゃ
な
い
と
言
わ
れ
れ
ば
べ
つ
に
変
で
も
な
い
よ
う
な
こ
と
で
す
。
で
も
僕
に
と
っ
て
は
、 

そ
れ
は
何
か
し
ら
ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
出
来
事
な
ん
で
す
。
現
実
が
少
し
ば
か
り
ず
れ
て
し
ま 

っ
た
よ
う
な
ね
。
つ
ま
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
海
岸
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
蟹
を
食
べ
て
、
吐
い
て
、 

虫
が
出
て
き
た
の
に
、
女
の
子
の
方
は
な
ん
と
も
な
く
て
す
や
す
や
寝
て
る
と
い
っ
た
よ
う 

な
話
で
す
。
変
と
い
え
ば
変
だ
し
、
変
じ
ゃ
な
い
と
い
え
ば
変
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
で
す
ね
？
」 

 

 

話
の
ト
ー
ン
は
作
品
ご
と
に
異
な
れ
ど
、
主
題
的
に
「
変
と
い
え
ば
変
だ
し
、
変
じ
ゃ
な
い
と

い
え
ば
変
じ
ゃ
な
い
」「
現
実
が
少
し
ば
か
り
ず
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
」「
ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
出

来
事
」
の
語
で
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
を
一
括
し
た
と
し
て
大
過
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
体
験
を
し
た
後
、
そ
の
話
を
「
僕
」
に
語
っ
た
人
物
た
ち
の
住
ま
う
作
品
世
界
が
確
か

に
こ
こ
に
あ
る
。
だ
が
、
か
く
も
「
事
実
は
小
説
よ
り
奇
」
な
り
、
故
に
こ
の
作
品
世
界
を
以
っ

て
「
絶
対
的
な
真
実
」、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
蘇
生
と
す
れ
ば
あ
ま
り
に
早
計
で
短
絡
的
に
過
ぎ
る
。 

 
現
実
が
ず
れ
て
し
ま
っ
た
体
験
と
は
、
あ
る
意
味
で
引
き
裂
か
れ
た
人
た
ち
が
発
見
し
た
、
距

離
感
そ
の
も
の
で
あ
る
。
言
葉
で
は
う
ま
く
説
明
し
え
な
い
出
来
事
を
当
事
者
と
し
て
語
り
始
め

た
そ
の
途
端
に
直
面
す
る
語
り
え
な
さ
。
た
と
え
語
っ
て
も
語
り
え
な
い
も
の
が
、
語
り
手
に
も

「
お
り
」
の
よ
う
に
残
っ
て
積
も
る
〈
現
実
〉。「
現
実
が
少
し
ば
か
り
ず
れ
て
し
ま
っ
た
」
か
の

奇
妙
さ
、
不
自
然
さ
、
こ
う
し
た
馴
致
し
え
ぬ
出
来
事
に
何
と
か
合
理
的
な
理
由
を
つ
け
よ
う
と

（6）
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リ
ア
リ
ズ
ム
の
変
種
に
し
て
日
本
で
の
主
流
の
方
法
的
規
範
「
私
小
説
」
は
、
読
み
の
モ
ー
ド
（
規

範
）
と
も
相
関
的
に
あ
る
。
連
綿
と
温
存
さ
れ
た
送
受
の
枠
組
み
（
約
束
事
）
か
ら
確
信
的
に
脱

却
し
た
（
離
れ
た
）
の
が
『
風
の
歌
を
聴
け
』
だ
っ
た
。
そ
れ
は
一
見
、
日
本
人
が
書
い
た
ア
メ

リ
カ
文
学
（
の
よ
う
な
も
の
）
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
村
上
に
あ
っ
て
は
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
単

純
化
さ
れ
表
象
化
さ
れ
た
世
界
に
お
い
て
の
み
息
づ
く
」
も
の
で
あ
る
か
ら
。
リ
ア
リ
ズ
ム
を
め

ぐ
る
議
論
で
は
、
八
〇
年
の
時
点
で
村
上
が
「
現
代
に
お
け
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
決
し
て
現
実
の

中
に
は
な
い
」
と
喝
破
し
て
い
た
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
は
何
度
で
も
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
⑻
。 

 

た
と
え
リ
ア
リ
ズ
ム
の
文
体
で
も
、『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
以
前
以
後
に
か
か
わ
ら
ず
霊
的
な

存
在
は
容
易
に
日
常
に
侵
入
す
る
し
、
村
上
の
作
品
世
界
で
は
相
互
に
依
存
す
る
も
の
は
文
字
通

り
同
時
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。「
村
上
春
樹
が
「
内
向
の
世
代
」
と
同
じ
方
法
で
書
い
た
ら
、「
ノ

ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
は
古
井
由
吉
の
「
杳
子
」
の
よ
う
な
作
品
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
の

は
川
西
政
明
だ
が
巧
ま
ず
も
至
言
で
あ
る
⑼
。
村
上
の
論
理
性
の
基
底
に
あ
る
も
の
を
先
取
り
し

て
言
え
ば
、〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
を
支
え
る
の
は
「
事
実
」
で
は
な
い
、「
虚
構
」
と
い
う
の
も
正
し

く
な
い
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
そ
れ
は
「
単
純
化
さ
れ
表
象
化
さ
れ
た
世
界
」
を
構
築
す
る
文
体

で
あ
り
、
そ
の
語
り
方
で
あ
る
。〈
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
〉
に
由
来
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
か

ら
の
切
断
の
試
み
。
そ
の
た
め
の
「
文
体
」
の
一
つ
の
結
実
が
『
風
の
歌
を
聴
け
』
で
あ
る
な
ら
、

「
語
り
方
」
の
模
索
が
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
で
あ
る
。
旧
来
の
リ
ア
リ
ズ
ム
（「
現

実
」
の
中
に
ほ
ん
と
う
ら
し
さ
の
根
拠
が
あ
る
）
の
不
可
能
性
＝
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
所
与
の
「
現

実
」
の
中
に
は
な
い
こ
と
を
逆
説
的
に
宣
言
し
た
の
が
「
は
じ
め
に
」
で
あ
る
。
言
葉
は
透
明
な

記
号
で
は
あ
り
え
な
い
。
村
上
の
「
ス
ケ
ッ
チ
」（
写
生
）
と
は
、
敢
え
て
〈
ほ
ん
と
う
に
あ
っ

た
こ
と
〉
と
し
て
設
え
て
み
せ
た
「
嘘
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
の
「
疑
似
」
で
あ
る
。 

 

村
上
は
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
を
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
下
書
き
と
言
い
切
っ

た
が
、
村
上
の
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
の
語
と
は
、
一
つ
に
は
「
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
」
＝
「
物

語
」
の
文
体
と
方
法
の
意
味
が
、
一
つ
に
は
〈
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
リ
ア
リ
テ

ィ
〉
へ
の
不
信
、
つ
ま
り
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
根
拠
は
「
現
実
」
の
中
に
は
な
い
こ
と
の
確
信
が
相

互
に
裏
張
り
に
な
っ
て
い
る
。「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
訓
練
」
と
は
、
た
と
え
ば
取
材
に
よ
っ
て
モ
デ

ル
の
細
部
に
立
ち
入
る
こ
と
で
獲
得
さ
れ
る
類
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
は
は
な
か
ら
別
次
元
の
問

題
で
あ
っ
た
。
か
く
も
「
聞
き
書
き
」
に
拘
泥
し
て
み
せ
た
村
上
に
と
っ
て
、
物
語
に
お
け
る
「
語

り
」
の
構
成
化
が
次
の
問
題
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
い
か
に
語
る
か
が
「
単
純
化
と
表
象
化
の
方

向
を
決
定
す
る
」
の
だ
か
ら
。「
語
る
こ
と
」
は
「
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
」
な
の
だ
か
ら
⑽
。

そ
の
問
題
は
村
上
の
『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
受
容
や
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
と
も
通
底
し

て
い
る
こ
と
は
次
節
以
降
で
述
べ
る
。
い
ま
一
つ
だ
け
言
え
ば
、「「
聞
き
書
き
」
と
い
う
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
」
は
村
上
が
「
虚
構
」
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
た
語
り
手
と
聞
き
手
の
相
互
作
用
の
場
、

読
者
に
と
っ
て
は
読
み
の
対
象
と
な
る
物
語
の
「
お
り
」
を
作
り
出
す
仕
掛
け
の
こ
と
で
あ
る
。 

  

三三  

「「
真真
実実
はは
小小
説説
よよ
りり
奇奇
」」
のの
村村
上上
的的
転転
回回
とと
、、
リリ
アア
リリ
ズズ
ムム
のの
蘇蘇
生生  

   

村
上
が
「
補
足
す
る
物
語
群
」
で
ニ
ッ
ク
・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
言
及
し
な
が
ら
、『
回
転
木
馬

の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
で
は
「
自
分
を
徹
底
し
た
聞
き
手
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ
た

こ
と
は
す
で
に
見
た
。
本
稿
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
作
家
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
、

村
上
と
作
中
人
物
「
僕
」
と
が
癒
着
し
た
語
り
方
に
な
っ
て
い
る
点
に
難
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の

眼
目
は
語
り
手
に
し
て
登
場
人
物
で
あ
る
ニ
ッ
ク
の
機
能
に
あ
る
。
一
方
「
は
じ
め
に
」
を
つ
ぶ

さ
に
見
れ
ば
、
こ
の
小
説
家
は
マ
ッ
カ
ラ
ー
ズ
の
小
説
（『
心
は
孤
独
な
狩
人
』）
を
引
き
合
い
に

出
し
、
か
つ
て
の
聞
き
手
の
内
に
た
め
込
ま
れ
た
「
語
ら
れ
る
機
会
が
来
る
の
を
じ
っ
と
待
ち
つ

づ
け
て
い
た
」
物
語
が
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
だ
と
い
う
虚
構
（
メ
タ
レ
ベ
ル
の
物

語
）
を
設
え
た
。「
話
し
て
も
ら
い
た
が
っ
て
い
る
」
物
語
の
「
お
り
」。
一
面
で
は
、
か
つ
て
の

聞
き
手
「
僕
」
が
新
た
な
語
り
手
に
な
る
と
い
う
一
種
の
〈
転
移
〉
の
中
で
体
験
に
根
を
も
つ
か

に
思
わ
せ
る
リ
ア
テ
ィ
ー
の
実
現
を
は
か
る
構
図
で
あ
る
。
し
か
も
「
僕
」（
村
上
さ
ん
）
と
い

う
人
物
が
物
（
小
説
）
を
書
く
人
間
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
作
品
群
の
語
り
か
ら
確
認
で
き
る
。
重

要
な
こ
と
は
、
聞
き
手
だ
っ
た
「
僕
」
は
他
者
の
語
っ
た
話
か
ら
何
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
、

（5）
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は
「
聞
き
書
き
」
と
い
う
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
の
だ
。
僕
が
聞
き 

書
き
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
の
は
、
直
接
的
に
は
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
『
グ 

レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
イ
』
に
お
け
る
語
り
手
、
ニ
ッ
ク
・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
と
い
う
人
物
に
ず 

っ
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ニ
ッ
ク
・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
と
い
う
人
物 

自
体
に
は
あ
ま
り
意
味
は
な
い
。
し
か
し
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
ニ
ッ
ク
・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ 

イ
と
い
う
人
物
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
を
相
対
化
し
、
ジ
ェ
イ
・
ギ
ャ
ツ
ビ
イ
と
い 

う
人
物
を
見
事
に
描
き
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
僕
も
や
は
り
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と 

い
う
世
界
に
入
っ
て
い
く
入
口
は
こ
れ
以
外
に
あ
る
ま
い
と
思
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
僕 

は
自
分
を
徹
底
し
た
聞
き
手
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
／
こ
の
よ
う
な
リ
ア
リ
ズ
ム 

の
訓
練
の
行
き
つ
く
先
は
明
ら
か
に
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
で
あ
る
。
僕
は
言
う
な
れ
ば
こ 

の
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
と
い
う
疑
似
リ
ア
リ
ズ
ム
を
様
々
な
角
度
か
ら
反
復 

し
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
下
書
き
を
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち 

ろ
ん
両
者
の
内
容
に
通
底
す
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
訓
練
な
し 

に
は
、
そ
し
て
手
応
え
な
し
に
は
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
と
い
う
小
説
は
生
ま
れ
な
か
っ
た 

と
思
う
。 

 

 

か
つ
て
群
像
新
人
文
学
賞
選
評
で
「
こ
れ
だ
け
自
在
に
そ
し
て
巧
妙
に
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
離
れ

た
の
は
、
注
目
す
べ
き
成
果
」
と
、『
風
の
歌
を
聴
け
』
を
評
し
た
の
は
丸
谷
才
一
だ
が
、
そ
こ

で
言
う
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
か
ら
離
れ
る
方
法
と
し
て
村
上
が
選
択
し
た
の
は
、
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト
や

ブ
ロ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
よ
う
な
断
片
的
な
文
章
で
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
を
用
い
て
、
寓
意
性
に

満
ち
た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
重
ね
る
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
客
観
的
事
実

を
あ
る
が
ま
ま
に
、
正
確
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
芸
術
上
の
立
場
・
態
度
を
意
味
す
る
「
リ
ア
リ

ズ
ム
」
概
念
だ
が
、
近
代
以
降
の
文
芸
史
上
、
日
本
型
自
然
主
義
か
ら
受
け
渡
さ
れ
て
今
日
ま
で

そ
の
影
を
と
ど
め
る
私
小
説
的
伝
統
、〈
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
〉
に
由
来
す
る
価
値
体
系
（
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
の
背
後
に
実
話
を
求
め
る
欲
望
）
や
制
度
性
か
ら
巧
妙
に
「
離
れ
た
」
成
果
を
デ
ビ

ュ
ー
作
に
認
め
る
と
い
う
文
脈
の
内
に
丸
谷
評
の
言
辞
は
あ
る
⑸
。 

 

一
方
、
右
で
村
上
が
志
向
す
る
「
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
世
界
」
は
、
ブ
ロ
ー
デ
ィ
ガ
ン
的
な
断

片
の
集
合
体
に
対
し
て
、「
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
」（
の
作
法
）
の
意
味
と
捉
え
て
大
過
な
い
。

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
刊
行
は
一
九
八
七
年
九
月
。
八
三
年
か
ら
八
五
年
に
亘
る
「
リ
ア
リ
ズ
ム

の
訓
練
」
を
経
て
、
村
上
は
断
片
の
集
合
体
か
ら
「
物
語
」
へ
の
転
換
を
遂
げ
た
⑹
。
デ
ビ
ュ
ー

作
で
日
本
型
自
然
主
義
か
ら
の
切
断
を
図
っ
た
後
に
、
あ
る
べ
き
文
体
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ

ン
グ
（
物
語
性
の
回
復
）
を
志
向
す
る
と
い
う
道
筋
を
辿
っ
た
こ
の
小
説
家
が
「
疑
似
リ
ア
リ
ズ

ム
」「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の
語
を
用
い
る
と
き
、
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
（
物
語
へ
の
志
向

性
）
を
意
味
す
る
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
語
は
、
自
ず
と
論
脈
の
内
に
私
小
説
的
伝
統
の
残
滓
を
呼

び
戻
し
て
し
ま
う
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
半
透
明
化
し
た
「
私
」
を
通
し
て
、
そ
こ
に
映
じ
た
対

象
、
外
界
を
写
し
取
ろ
う
と
し
た
私
小
説
と
い
う
制
度
、
〈
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
〉
に
由
来

す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
。
村
上
は
こ
う
し
た
意
味
で
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
信
じ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
「
は

じ
め
に
」
と
は
、
現
実
、
出
来
事
を
再
現
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
素
朴
に
信
じ
て
は
い
な
い
こ
と

を
逆
説
的
に
宣
言
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

戦
後
派
、
第
三
の
新
人
、
内
向
の
世
代
と
続
い
た
歴
史
的
過
去
、
七
〇
年
代
後
半
を
み
れ
ば
、

戦
後
生
ま
れ
初
の
芥
川
賞
受
賞
者
と
な
る
中
上
健
次
は
『
岬
』
で
自
身
の
血
族
の
問
題
を
作
品
化

し
た
（
一
九
七
五
年
上
半
期
）。
村
上
龍
は
横
田
基
地
で
の
体
験
に
基
づ
く
麻
薬
と
ロ
ッ
ク
と
セ

ッ
ク
ス
に
よ
る
狂
躁
を
『
限
り
な
く
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー
』
で
描
い
た
（
一
九
七
六
年
上
半
期
）。

七
〇
年
代
後
期
に
は
か
く
も
私
小
説
的
な
作
品
が
力
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
よ
り
も
私
小
説
的

な
読
み
の
モ
ー
ド
が
未
だ
送
受
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
た
ほ
う
が
適
切
だ
。
�
�
「
ど
う

し
て
小
説
の
「
僕
」
を
現
実
の
僕
と
く
っ
つ
け
て
考
え
る
ん
だ
ろ
う
」
�
�
こ
れ
は
一
九
八
九
年

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
村
上
発
言
だ
が
⑺
、
こ
う
し
た
読
書
行
為
に
お
け
る
慣
習
、
受
容
の
問
題
が

「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
議
論
に
は
否
応
な
し
に
交
差
し
て
く
る
と
述
べ
た
ほ
う
が
見
通
し
が
よ
く
な
る
。 

 

「
は
じ
め
に
」「
補
足
す
る
物
語
群
」
の
連
続
性
か
ら
は
、
小
説
家
と
作
中
人
物
を
同
一
視
す

る
慣
習
と
い
っ
た
古
く
て
新
し
い
受
容
の
問
題
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
元
来
の
自
然
主
義

（4）
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い
ま
す
べ
て
が
「
で
っ
ち
あ
げ
」
＝
虚
構
だ
と
判
明
し
た
上
で
な
お
言
え
る
こ
と
は
「
は
じ
め

に
」
が
〈
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
〉
に
由
来
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
問
題
系
を
な
お
喚

起
し
続
け
て
い
る
こ
と
だ
。
何
よ
り
見
落
と
せ
な
い
の
は
、
こ
こ
に
作
り
出
さ
れ
た
「
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
」
へ
の
距
離
（
批
評
性
）
で
あ
る
。
初
出
時
の
村
上
に
と
っ
て
連
載
の
テ
ー
マ
が
「
聞
き
書

き
」（
再
話
）
だ
っ
た
点
は
押
さ
え
た
上
で
、
次
の
「
補
足
す
る
物
語
群
」
を
確
か
め
て
み
た
い
。 

 

書
い
て
い
る
の
は
「
僕
」
と
い
う
一
人
称
だ
が
、
話
を
す
る
の
は
誰
か
他
の
人
間
で
あ
る
。  

僕
は
そ
の
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
�
�
今
だ
か
ら
告
白
す
る
け
れ 

ど
�
�
全
部
創
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
に
は
一
切
モ
デ
ル
は
な
い
。
隅
か
ら
隅
ま
で
僕
の 

で
っ
ち
あ
げ
で
あ
る
。
僕
は
た
だ
聞
き
書
き
と
い
う
形
式
を
利
用
し
て
話
を
作
っ
た
だ
け
の 

こ
と
な
の
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
は
創
作
さ
れ
た
「
小
説
」
で
あ
る
。
し 

か
し
お
読
み
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た 

作
品
は
ど
れ
も
「
小
説
」
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
聞
き
書
き
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。 

 
 

 

話
に
「
モ
デ
ル
は
な
い
」、
す
べ
て
「
で
っ
ち
あ
げ
」
で
「
話
を
作
っ
た
」。「
創
作
さ
れ
た
「
小

説
」」
だ
が
、
そ
れ
は
「
小
説
」
で
は
な
く
「
あ
く
ま
で
聞
き
書
き
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
論
理

性
、
こ
う
し
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
基
軸
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
た
と
え
ば
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

中
に
実
話
を
見
出
そ
う
と
す
る
欲
望
が
あ
る
。
で
は
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
は
単
に

「
実
話
」
を
装
う
小
説
か
。
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
だ
が
こ
う
は
言
え
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
ノ

ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
に
わ
か
に
は
分
類
で
き
な
い
も
の
と
し
て
あ
る
散
文
物
語
と
そ
の
ガ
イ
ド

が
あ
ら
か
じ
め
セ
ッ
ト
で
小
説
家
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
。
虚
構
に
虚
構
を
重
ね
て
「
事
実
」
性

を
強
調
す
る
の
み
な
ら
ず
、
送
受
間
の
取
り
決
め
を
兼
ね
て
〈
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
〉
に
由

来
す
る
価
値
（
制
度
）
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
保
証
を
な
か
ば
委
ね
る
か
の
振
舞
い
と
は
ア
イ
ロ
ニ

カ
ル
な
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
も
の
と
し
て
「
は
じ
め
に
」
は
仕
組
ま
れ
て
い
た
。 

 
 

 

こ
れ
は
創
作
さ
れ
た
「
小
説
」
だ
と
明
か
さ
れ
た
今
日
の
読
者
。
だ
が
そ
れ
に
よ
っ
て
「
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
」
の
問
題
が
霧
消
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ア
ル
な
も
の
と
は
。
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
何

に
よ
っ
て
齎
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
、
よ
り
メ
タ
の
問
題
構
成
、
そ
の
フ
ェ
イ
ズ
を
喚
起
す
る
。 

 

い
か
に
も
手
の
込
ん
だ
創
作
「
は
じ
め
に
」
の
「
文
学
的
宣
言
」
と
い
う
批
評
的
言
説
の
側
面

が
前
景
化
さ
れ
る
。
先
走
っ
て
述
べ
る
が
、「
ス
ケ
ッ
チ
」
は
「
事
実
を
な
る
べ
く
事
実
の
ま
ま

書
き
と
め
る
」
た
め
の
「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
訓
練
」（
写
生
）
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
（
写
生
）

が
非
虚
構
的
表
象
た
り
え
な
い
と
い
う
「
真
実
」
を
あ
ら
か
じ
め
語
っ
て
い
た
の
が
「
は
じ
め
に
」

で
あ
っ
た
。
幾
層
も
の
レ
イ
ヤ
ー
を
成
す
こ
の
文
章
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
が
本
稿
で
ま
ず
照
ら
し
出

す
べ
き
フ
ェ
イ
ズ
で
あ
り
、
共
有
す
べ
き
議
論
の
前
提
で
あ
る
。
次
の
問
題
は
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」

と
「
聞
き
書
き
」
が
い
か
に
関
連
す
る
か
を
追
尋
す
る
こ
と
だ
。
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
『
回
転

木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
と
い
う
短
編
集
は
、
刊
行
同
時
代
に
は
あ
く
ま
で
「
疑
似
」
的
に
、 

 

㈠ 

「
事
実
を
事
実
の
ま
ま
書
き
と
め
る
」「
ス
ケ
ッ
チ
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。 

 

㈡ 

「
小
説
で
も
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
な
い
」
と
否
定
形
を
重
ね
提
示
さ
れ
た
。 

 

事
は
「
真
理
（
事
実
）
は
小
説
よ
り
奇
」
の
村
上
文
学
的
転
回
に
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。 

  

二二  

村村
上上
のの
〈〈
リリ
アア
リリ
ズズ
ムム
〉〉
のの
語語
にに
つつ
いい
てて  

   

「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
訓
練
」
は
、
初
出
時
を
辿
れ
ば
「
プ
ー
ル
サ
イ
ド
」（
一
九
八
三
年
十
月
）

に
始
ま
り
「
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ナ
イ
フ
」（
一
九
八
四
年
十
二
月
）
ま
で
。
書
き
下
ろ
し
を
加
え

て
の
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
刊
行
を
経
て
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
結
実
す
る
と
村

上
が
述
べ
た
の
が
再
び
引
く
「
補
足
す
る
物
語
群
」
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
の
率
直
な
語
り
と

裏
腹
に
村
上
が
誘
発
し
た
視
線
の
種
明
か
し
に
は
真
意
を
捉
え
か
ね
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。 

 
 

僕
が
こ
の
連
載
で
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
れ
は
リ
ア
リ 

ズ
ム
の
文
体
の
訓
練
で
あ
る
。
自
分
が
ど
こ
ま
で
リ
ア
リ
ズ
ム
の
文
体
で
話
を
作
っ
て
い
け 

る
か
、
と
い
う
の
が
僕
の
そ
の
と
き
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
練
習
を
す
る
た
め
に 
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し
か
る
の
ち
に
そ
れ
を
適
当
な
か
た
ち
に
ち
ぎ
っ
て
使
用
す
る
」
わ
け
で
あ
る
。
小
説
（
家
）
の

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
小
説
の
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
事
実
（
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
）
に
あ

る
の
で
は
な
い
。
当
該
諸
編
を
「
小
説
」
と
呼
ぶ
の
に
「
い
さ
さ
か
の
抵
抗
が
あ
る
」
の
は
、
未

だ
そ
こ
に
「
溶
解
」
し
き
っ
て
い
な
い
「
事
実
」
の
「
原
形
が
認
め
ら
れ
」
る
か
ら
か
。
な
ら
ば
、

そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
を
公
に
し
、
そ
れ
を
「
ス
ケ

ッ
チ
」
と
呼
ん
で
み
せ
る
身
振
り
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
一
方
で
、
村
上
は
長
編
執
筆
の
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
・
ア
ッ
プ
と
し
て
始
め
た
「
事
実
を
な
る
べ
く
事
実
の
ま
ま
書
き
と
め
る
」
作
業
の
結

果
が
「
ス
ケ
ッ
チ
」
で
、
こ
の
短
編
集
だ
と
言
う
。
こ
う
し
た
叙
述
は
、『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・

ヒ
ー
ト
』
に
は
細
部
を
い
じ
っ
た
に
せ
よ
大
筋
で
は
原
形
が
認
め
ら
れ
る
「
事
実
」、
虚
構
で
は

な
い
、
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
が
「
事
実
の
ま
ま
」
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
文
脈
を
補

強
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
事
実
（
現
実
）
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
虚
構
）
と
を
対
立
さ
せ
た

把
捉
の
仕
方
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
読
者
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
も
対
応
し
て
い
る
。
試
み
に
次
の

論
考
の
一
節
を
見
て
み
よ
う
。
森
野
正
弘
論
か
ら
で
あ
る
。 

 

村
上
春
樹
の
短
編
集
で
あ
る
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
は
、
作
者
自
身
の
規
定
に 

よ
れ
ば
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
の
数
々
は
虚
構
を
描
い
た
小
説
で
は
な
く
、
他
者 

か
ら
聞
い
た
話
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
村
上
が
そ 

れ
を
〈
ス
ケ
ッ
チ
〉
と
呼
び
、
小
説
で
は
な
く
、
ま
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
な
い
と
言 

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。〈
ス
ケ
ッ
チ
〉
に
は
、
事
実
の
部
分
と
小
説
の
部
分
が
混
在
し
て
お 

り
、
あ
え
て
そ
れ
を
弁
別
す
れ
ば
、〈
マ
テ
リ
ア
ル
と
し
て
の
事
実
／
物
語
構
造
と
し
て
の 

小
説
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
⑴
。（
傍
線
引
用
者
・
以
下
同
様
） 

 
 

こ
の
よ
う
に
、「
は
じ
め
に
」
を
参
照
し
た
読
者
は
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
を
、

素
材
＝
〈
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
こ
と
〉
の
原
形
が
溶
解
し
き
ら
ず
残
る
も
の
と
受
け
止
め
る
。
右

の
引
用
は
「
村
上
春
樹
の
関
与
の
度
合
い
を
多
と
す
る
小
説
的
な
部
分
、
即
ち
物
語
構
造
の
在
り

よ
う
」
に
視
点
を
据
え
「
レ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ
ン
」
を
俎
上
に
載
せ
る
論
脈
に
あ
る
が
、
い
ま
問
題

は
こ
こ
で
の
構
造
分
析
や
解
釈
の
当
否
で
は
な
い
。
「
ス
ケ
ッ
チ
」
に
は
「
事
実
の
部
分
と
小
説

の
部
分
が
混
在
」
す
る
と
の
理
解
か
ら
「
村
上
春
樹
の
関
与
の
度
合
い
」
の
多
寡
に
よ
っ
て
両
者

を
弁
別
す
る
に
至
る
思
考
の
枠
組
み
自
体
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
「
は
じ
め
に
」
の
「
嘘
」
が
、

こ
う
し
た
読
者
反
応
を
誘
発
し
か
ね
な
い
点
。
加
え
て
、
恐
ら
く
は
そ
れ
も
折
り
込
み
済
み
の
上

で
仕
掛
け
た
こ
の
ガ
イ
ド
の
誘
導
先
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
控
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

た
と
え
ば
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
は
「
す
べ
て
の
収
録
作
品
が
、
「
村
上
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
る
語
り
手
が
誰
か
の
話
を
聴
い
て
語
る
、
い
わ
ば
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
、
も
し
く
は
聴
き
書

き
（dictation

）
の
形
式
」
で
あ
る
と
し
、「
村
上
短
編
の
基
本
ス
タ
イ
ル
は
、
一
人
称
の
〈
僕
〉

が
実
体
験
を
語
る
も
の
」、「
手
記
・
手
紙
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
形
式
に
近
い
」

と
述
べ
た
の
が
中
村
三
春
で
あ
る
⑵
。
こ
の
「
聞
き
書
き
」
を
ど
う
捉
え
る
か
。
作
中
人
物
の
「
僕
」

が
物
を
書
く
人
間
と
し
て
あ
る
こ
と
は
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
書
き
手
主
体
と
い
う
よ
り
も
、

か
つ
て
の
聞
き
手
が
、
語
り
手
と
し
て
新
た
に
語
り
直
す
「
語
り
直
し
」「
再
話
」
で
あ
る
と
い

う
点
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
く
。
語
る
主
体
の
顕
在
化
、
物
語
行
為
の
前
景
化
で
あ
る
⑶
。
む
ろ
ん

「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
て
事
象
の
機
械
的
・
写
実
的
表
象
で
は
な
い
。
語
り
が
無
色
透
明
の
中
立

的
な
伝
達
行
為
で
な
い
こ
と
は
言
う
に
及
ば
ず
で
あ
る
。 

 

本
稿
は
、「
小
説
」
と
い
う
一
つ
の
表
象
ジ
ャ
ン
ル
の
対
義
語
を
「
事
実
」（
ほ
ん
と
う
に
あ
っ

た
こ
と
）
と
し
て
、
静
態
的
な
二
項
対
立
的
セ
ッ
ト
で
把
捉
す
る
こ
と
に
も
慎
重
で
あ
り
た
い
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
虚
構
）
の
対
義
語
は
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
非
虚
構
表
象
）
で
あ
る
。
文
化

的
な
約
束
事
と
し
て
小
説
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
が
、
実
話
か
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
の
判
別

基
準
は
作
品
に
内
在
す
る
性
質
（
文
体
や
内
容
）
と
し
て
実
体
的
に
あ
る
の
で
な
く
、
作
品
の
送

受
間
の
取
り
決
め
等
の
外
的
情
報
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
お
こ
う
⑷
。
そ
の
上

で
今
度
は
一
転
、
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
は
「
隅
か
ら
隅
ま
で
僕
の
で
っ
ち
あ
げ
」

だ
と
明
か
し
た
「
補
足
す
る
物
語
群
」
を
確
認
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
取
り
決
め
を
書
物
の
内
部
に

（
虚
構
と
し
て
の
前
書
き
を
用
い
て
）
設
え
た
の
が
、
こ
の
短
編
集
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 
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村
上
春
樹
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
（
講
談
社 

一
九
八
五
・
十
）
収
録
と
な
る
諸

篇
は
、『
Ｉ
Ｎ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
』
に
連
作
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
単
行
化
に
際
し
、「
は
じ
め
に
・

回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
」（
以
下
「
は
じ
め
に
」）
と
「
レ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ
ン
」
の
二
つ
が

書
き
下
ろ
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
は
じ
め
に
」
は
「
レ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ
ン
」
と
と
も
に
、『
村
上
春

樹
全
作
品1979

～1989

⑤ 

短
篇
集
Ⅱ
』（
講
談
社 

一
九
九
一
年
一
月
二
十
一
日
）
に
収
録
さ

れ
る
。
付
録
「
補
足
す
る
物
語
群
」
に
よ
れ
ば
、
初
出
連
載
時
の
村
上
に
と
っ
て
の
テ
ー
マ
は
「
聞

き
書
き
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
文
体
の
訓
練
」
だ
っ
た
と

い
う
。「
は
じ
め
に
」
に
「
書
い
て
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
嘘
」
だ
が
、「
言
い
た
い
こ
と
は
隅
か

ら
隅
ま
で
混
じ
り
け
の
な
い
真
実
」
で
、
こ
れ
が
「
正
直
な
文
学
的
宣
言
」
で
あ
る
こ
と
ま
で
村

上
は
明
か
す
。
こ
の
小
説
家
が
「
は
じ
め
に
」
を
い
か
に
重
視
し
て
い
る
か
が
伺
え
よ
う
。 

 

当
該
「
は
じ
め
に
」
は
、『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
の
「
前
書
き
」
の
体
裁
を
取
る
。

続
く
「
レ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ
ン
」
を
も
っ
て
本
編
の
幕
開
き
と
な
る
構
成
だ
が
、
「
は
じ
め
に
」
で

は
収
録
諸
編
に
つ
い
て
「
こ
の
よ
う
な
一
連
の
文
章
を
�
�
仮
に
ス
ケ
ッ
チ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ

う
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
応
じ
る
か
に
「
僕
が
こ
の
本
に
収
め
ら
れ
た
一
連
の
ス
ケ
ッ
チ
の
よ
う

な
も
の
を
書
こ
う
と
思
い
た
っ
た
の
は
、
何
年
か
前
の
夏
の
こ
と
だ
っ
た
」
と
語
り
起
こ
す
の
が

「
レ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ
ン
」
だ
。
こ
う
し
た
繰
り
返
し
と
、
そ
の
構
成
化
は
作
品
相
互
の
連
続
性
、

諸
編
を
貫
く
主
題
的
な
統
一
性
を
補
強
す
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。 

 

後
に
詳
し
く
見
る
と
お
り
、「
聞
き
書
き
」「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
文
体
の
訓
練
」「
ス
ケ
ッ
チ
」
は

こ
の
小
説
家
に
と
っ
て
「
ほ
ん
と
う
」
と
「
ほ
ん
と
う
ら
し
さ
」、
つ
ま
り
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
関

わ
る
物
語
り
の
構
成
化
の
問
題
で
も
あ
る
。
ま
た
読
書
行
為
に
お
い
て
「
前
書
き
」
は
素
朴
な
意

味
で
解
釈
上
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
機
能
す
る
が
、
本
論
は
「
は
じ
め
に
」
を
単
な
る
前
書
き

で
は
な
く
、
周
到
な
一
つ
の
創
作
、
村
上
の
現
実
観
、
言
語
観
を
含
み
持
つ
小
説
論
・
創
作
論
と

し
て
俎
上
に
載
せ
る
。
い
ま
稿
者
は
「
素
朴
な
意
味
で
」
と
述
べ
た
。「
は
じ
め
に
」
と
「
補
足

す
る
物
語
群
」
の
二
つ
を
同
時
に
捉
え
う
る
今
日
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
「
手
の
込
ん

だ
」
ガ
イ
ド
の
考
察
対
象
化
だ
と
換
言
で
き
る
。「
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
文
章
を
〈
ス
ケ
ッ
チ
〉

と
呼
ぶ
の
は
、
そ
れ
が
小
説
で
も
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
の
が

「
は
じ
め
に
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
で
村
上
が
扱
う
概
念
は
明
確
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
場
合
が
多
い
。
村
上
独
自
の
語
の
用
い
方
が
見
え
る
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
点
も

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
な
お
の
こ
と
難
し
く
し
て
い
る
。 

 

本
稿
の
目
論
見
は
「
は
じ
め
に
」
の
論
理
性
を
辿
り
、
こ
れ
が
村
上
の
い
か
な
る
「
文
学
的
宣

言
」
な
の
か
、「
言
い
た
い
こ
と
」「
混
じ
り
け
の
な
い
真
実
」
に
迫
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
に
お

け
る
小
説
家
の
「
語
り
」（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）
へ
の
意
識
と
い
う
問
題
構
成
は
、
物
語
論
か
ら
の
村

上
文
学
の
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
。
そ
れ
は
文
学
史
的
な
関
心
で
も
あ
り
、

そ
の
質
の
検
証
の
一
環
で
あ
る
こ
と
は
後
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
吟
味
検
討
に
際
し
て

「
補
足
す
る
物
語
群
」
を
は
じ
め
、
村
上
作
品
そ
の
他
の
関
連
言
表
を
適
宜
参
照
項
と
す
る
。 

 

一一  

「「
事事
実実
をを
なな
るる
べべ
くく
事事
実実
のの
まま
まま
書書
きき
とと
めめ
るる
」」
とと
いい
うう
ここ
とと  

  
い
っ
た
い
に
『
回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト
』
収
録
諸
篇
は
「
正
確
な
意
味
で
の
小
説
で
は

な
い
」
と
述
べ
た
の
が
「
は
じ
め
に
」
で
あ
る
。「
パ
ン
屋
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
パ
ン
の
中
に
存

在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
小
麦
粉
の
中
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
�
�
こ
の
喩
え
を
踏
ま
え
れ
ば
「
小

麦
粉
」
＝
素
材
は
小
説
の
「
現
実
的
な
マ
テ
リ
ア
ル
」
に
あ
た
る
。
い
わ
ゆ
る
話
の
タ
ネ
と
し
て

の
「
事
実
」。
パ
ン
屋
同
様
に
小
説
家
も
素
材
を
「
原
形
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
ま
で
に
溶
解
し
、

（1）
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